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成 果 の 概 要 
 

農学研究科・博士後期課程 3 回生・張平星 

 
・研究集会名と主催者 

8th ICON LA Landscape Architecture International Conference:  
Open urban space and landscape architecture: searching for new solutions 
（第 8 回 ICON LA ランドスケープ国際学会：都市オープンスペースと景観：新たな解決の道を

探す） 
サンクトペテルブルク市政府、サンクトペテルブルク林業技術大学、スウェーデン農業科学大学 

 
・開催地と開催期間 
ロシア連邦・レニングラード州・サンクトペテルブルク市・大理石宮殿 
平成 28 年 6 月 7 日～平成 28 年 6 月 10 日 

 
・報告者の発表題目 

“White-sand spaces” in Kyoto Shinto shrine precincts:  
Preserving local characteristics of open religious space in a historic city 
（京都の神社の「白砂空間」：歴史的都市における宗教的オープンスペースの地域特性の保全） 
 
 
「ICON LA ランドスケープ国際学会」は 2 年ごとに開催されており、欧米からの研究者や景観

デザイナーが中心となった活発な国際集会です。今年の第 8 回は都市景観をテーマとしており、ロ

シアの歴史的都市・サンクトペテルブルクで開催していました。 
6月 8日の中心会議はサンクトペテルブルクの中心部にある 18世紀に造られた大理石宮殿の大広

間で行いました。当日は「サンクトペテルブルク市長やサンクトペテルブルク林業技術大学の学長

などの挨拶 → 講演者 5 人（30min/人） → 口頭発表者 14 人（15min/人）」の流れでした。都市オ

ープンスペースの設計や計画に関わる研究者・デザイナーから都市計画に関わる行政の策定者まで

を含み、合計約 100 人が出席していました。講演者と口頭発表者のほとんどはロシア・スウェーデ

ン・ドイツ・イギリス・イタリア・ギリシャからの研究者でした。日本からの参加者は私のみ、東

アジアからの参加者は他 2 名でした。 
学会では景観デザイン・都市計画・生態保全学などの幅広い専門家が二つのサブタイトル（A. 歴

史的都市におけるオープンスペース：革新的な解決の道を探る、B. 現代都市における都市空間の

設計と計画：社会学と生態学の視点からみる）について発表・議論を行いました。そのうち、Maria 
Ignatieva 教授の「都市緑地としての芝生の拡大に伴う景観の地域性の喪失」・Alessio Russo 先生の

「食べられる街路樹（果樹）による都市デザイン」・Susan Paget 教授の「子どもの遊び場を配慮し

た都市空間」など、大変興味深い話題を聞きました。 
 
私はサブタイトル A の発表者に選ばれ、京都における独特な宗教的オープンスペースについて、

日本の伝統的な空間配置・材料利用を紹介しました。 
京都の数多くの神社の前庭には「白川砂」と呼ばれる京都の東山から採取した貴重な花崗岩の白

砂が敷かれてきました。この白砂空間は「神域」とみなされますが、現在で市民交流や文化体験の

場としても機能する独特な都市オープンスペースです。しかし、1950 年代に白川砂の採取が法律で

禁止された後、神社の白砂空間の変質や消失が危惧されています。本研究は京都都市部の歴史的神

社 20 ヶ所のうち、6 神社（8～17 世紀創立）で白砂空間の存在を確認し、空間構造と材料利用の視

点から京都の神社における白砂空間の現状を解明し、地域性の保全対策を考察しました。 



英語での発表は講演稿が見られないにもかかわらず、時間をうまく把握したうえでスムーズに進

みました。発表後、座長のスウェーデンの Per Berg 教授と、日本の神社が自然災害（例えば東日本

大震災）での役割とその立地条件との関係について興味深い意見交換をしました。 
ヨーロッパ諸国の参加者に分かりやすいように、日本文化・京都という都市の歴史と自然環境・

神道と神社などに関する紹介や古絵図をスライドの背景部分に入れました。セッション後のコーヒ

ーブレイクで数人の参加者に話しかけられ、面白い交流ができました。日本の歴史的都市空間にお

ける精神性や地域性を西洋に景観デザインや都市計画のアイデアを与えたことは、とてもよかった

点であると思います。 
 
また、学会のエクスかーションで 20 人ほどの研究者とサンクトペテルブルクの都市景観や世界

遺産に指定された建築・庭園を見学しました。案内者のスウェーデン農業科学大学の Maria Ignatieva
教授は、サンクトペテルブルク郊外の離宮・ペテルゴーフの修復技術について詳しく説明していた

だき、日本とまったく違った歴史的都市や歴史建造物の設計理念と設計方法から大きな刺激を受け

ました。 
 
今回の国際会議に通して、博士後期課程の研究成果の一部を欧米の産学民官の参加者にアピール

し、グローバルな都市景観や生態保全の研究方法と研究成果についての意見交換を行いました。今

後は意見交換の成果を博士後期課程の最後の一年の研究成果の総括に反映させ、よりレベルの高い

博士論文に仕上げていきます。 
なお、視野が広め、博士後期課程を修了した後の新しい研究方向に導く可能性が高いと思います。

また、様々な分野の研究者と多く知り合えて、将来は分野横断的・国際的なネットワークの構築に

向けた足掛かりとすることができました。 
最後に、本助成により今回の国際会議で発表し、ヨーロッパ諸国の研究者と交流を深めることが

できました。心から御礼を申し上げます。 
 
 

 
報告者の口頭発表の様子 

（2016 年 6 月 8 日・サンクトペテルブルク・大理石宮殿） 


